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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

誰かが壁を破ると…  最初の一人になる 
          初土俵からわずか２年で横綱に昇進した大の里関、すごいですね！ 角界にあった 

「大卒の力士は横綱になれない」という定説を破りました。陸上界でも、２０１７年 

に桐生祥秀選手が１００ｍで日本人初の９秒台を記録し、その後次々に９秒台で走る 

選手が現れました。誰かが壁を破ると心理的限界がなくなりますし、壁を破ったロー 

ルモデルがいれば、「自分も！」と、目標や目指す姿を具体的にイメージできますね。 

 「日本国憲法前文」暗唱の壁を６年生以外で最初に破った４年生（現５年生） 

 ２学期の始業式の校長講話では、昨年度、６年生を対象とした 

暗唱チャレンジの卒業課題「日本国憲法前文」に、４年生ながら 

挑戦し、見事合格した現５年生男子児童のことを話しました。 

（写真右：４年生当時）６年生以外の挑戦者として“最初の一人” 

となり壁を破ったことで、その雄姿を見た仲間や下級生が次々に 

挑戦するよい流れが生まれました。 

特に、最上級生の６年生には、学校生活の様々な場面で“最初 

の一人”となり、リーダーシップを発揮してほしいと話しました。                        

『みなさんのおかげですノート』 を回します！ 

 お父さんやお母さんが、日頃、子育てについて感じていることや学校のこと、 

家庭のこと、プライベートなこと（今はまっているマイブームなど）を自由に 

書いていただき、各学級で各家庭を回覧し読んでいただく『みなさんのおかげ 

ですノート』を、２９日（金）からお子さんを通して出席番号順に回します。 

  ノートが回ってきましたら、どうぞお気軽に、交換日記をしているような 

気持ちでお書きください。お忙しいときには、読むだけでもかまいません。 

書かれる際は、日付とお名前（「○○の父・母です」等）をお書きください。 

『みなさんのおかげですノート』が家庭と学校、そして保護者の皆様同士を 

結ぶ架け橋になればと思っています。どうぞよろしくお願いします。 

「猪苗代湖一周」達成   ～夏のドリーム＆チャレンジ！～ 

 １学期の終業式の校長講話で、「夏休みのドリーム＆チャレンジ！ 

として、校長先生は猪苗代湖一周に挑戦します！」と宣言しましたが、 

７月２７日に猪苗代湖一周（約６０㎞）をＲＵＮ＆WALKで達成し 

ました。走ったコースは、通称〝イナイチ〟（猪苗代湖一周サイクリ 

ングコース）です。 

湖水浴やキャンプを楽しむ人々を横目に、半分走り、半分歩いてを 

繰り返し、脚力を温存しながら前半の３０㎞をクリアしました。後半、 

足の甲の水ぶくれを発症し、崎川浜から中田浜の峠道の上り・下りで 

難儀しましたが、約１０時間半で無事に完走・完歩することができました。朝８時頃に道の駅いなわしろ

をスタートし、フィニッシュしたのは夕方６時半、夕映えの磐梯山が「おつかれさま！」と出迎えてくれ

ました。達成感MAXです！ 自分を褒めたいと、久しぶりに心から思いました。 

南っ子のみんな、「やったぞぉー！！！！！」 夏のドリーム＆チャレンジ、成功しました！ 

埼川浜・中田浜間の峠道から磐梯山を望む 


